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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 11,039 10.3 256 △16.8 269 △12.0 177 △12.6

2025年３月期中間期 10,010 10.9 307 8.3 305 5.4 203 5.6

（注）包括利益 2026年３月期中間期 177百万円（△12.6％） 2025年３月期中間期 203百万円（5.6％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 64.35 62.11

2025年３月期中間期 72.77 70.60

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 7,875 3,432 43.0

2025年３月期 8,189 3,347 40.3

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 3,383百万円 2025年３月期 3,298百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 23.00 23.00

2026年３月期 － 15.00

2026年３月期（予想） － 15.00 30.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,830 7.9 800 17.8 798 16.5 515 4.0 185.50

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 2,851,000株 2025年３月期 2,849,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 90,366株 2025年３月期 68,066株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 2,763,124株 2025年３月期中間期 2,795,679株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

詳細は，添付資料８ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（中

間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当中間決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、堅調な雇用情勢や所得環境の改善、インバウンド需要により緩やか

な回復基調にあった一方で、依然として続くウクライナや中東の情勢不安や世界的な原材料及びエネルギー価格の

高騰や物価上昇により、先行きの不透明な状況で推移しました。

　このような事業環境の中、当社グループはダイレクトマーケティング実施企業に対して、マーケティングの各局

面において最適なソリューションを提供するべく努めてまいりました。また、積極的な人材採用を行い、営業力及

び提供サービスの強化に取り組んでまいりました。

　この結果、当社グループの当中間連結会計期間における売上高は11,039,988千円（前年同期比10.3％増）、営業

利益は256,031千円（前年同期比16.8％減）、経常利益は269,377千円（前年同期比12.0％減）、親会社株主に帰属

する中間純利益は177,808千円（前年同期比12.6％減）となりました。

　セグメント別の業績は以下のとおりです。

ⅰ）ダイレクトメール事業

　ダイレクトメール事業におきましては、充実した営業体制を基盤に、企画制作からデザイン、印刷、封入・封

緘作業を一括して手がけるワンストップサービスの提供、郵便やメール便のスケールメリットを活かした提案型

営業を積極的に展開いたしました。また、発送代行サービスのオンライン受注や見込顧客別のマーケティング施

策を強化することで、販路の拡大を図るとともに、従業員による対面業務を削減することで業務効率及び生産性

の向上に努めました。ＥＣ通販市場の拡大に伴い需要が増加している宅配便等の小口貨物を取扱うフルフィルメ

ントサービスについては、６月の八王子第６フルフィルメントセンターの開設等の先行投資を行い、サービス提

供体制の強化に努めました。

　この結果、新規顧客の開拓及び既存顧客からの受注が堅調に推移し、売上高は9,818,841千円（前年同期比

11.9％増）、セグメント利益は548,552千円（前年同期比14.3％増）となりました。

ⅱ）インターネット事業

　インターネット事業におきましては、コンサルティング型マーケティングサービスの提供を強化するととも

に、これまで培ったＷｅｂサイトのコンテンツ制作ノウハウを活かしたバーティカルメディアサービス（注）に

も引き続き注力いたしました。また、これまでのノウハウを活かしたＳＮＳ関連サービスの強化も行っておりま

す。

　この結果、売上高は535,793千円（前年同期比13.7％減）、セグメント利益は57,334千円（前年同期比57.0％

減）となりました。

（注）バーティカルメディアサービスとは、特定の分野に特化した自社Ｗｅｂサイトの運営を通じて、利用者へ

有益な情報や各種サービスを提供するサービスです。

ⅲ）アパレル事業

　アパレル事業におきましては、子会社である株式会社ビアトランスポーツ（以下、ビアトランスポーツ）の販

売体制の整備充実を図るとともに別注商品の企画にも注力しました。また、引き続き為替やインフレ等の外部環

境の影響を受けました。

　この結果、売上高は685,353千円（前年同期比11.4％増）、セグメント利益は27,759千円（前年同期比38.1％

増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当中間連結会計期間末における総資産の残高は7,875,465千円となり前連結会計年度末に比べ、313,922千円減少

しました。これは主に、棚卸資産の増加103,806千円があった一方で、現金及び預金の減少207,568千円、受取手形

及び売掛金の減少183,235千円及びその他有形固定資産の減少62,711千円があったことによるものです。

（負債）

　当中間連結会計期間末における負債の残高は4,443,231千円となり前連結会計年度末に比べ、398,538千円減少し

ました。これは主に、買掛金の減少236,534千円及び長期借入金の減少204,960千円があったことによるものです。
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（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産の残高は3,432,234千円となり前連結会計年度末に比べ、84,616千円増加

しました。これは主に利益剰余金の増加113,846千円があったことに対して、自己株式の増加31,693千円があった

ことによるものです。

（３）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ207,568千円減少し、

1,153,583千円となりました。

　当中間連結会計期間末におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　当中間連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は327,486千円（前年同期比78.2％増加）となりまし

た。これは主に税金等調整前中間純利益267,286千円の計上、減価償却費151,764千円及び売上債権の増加額

184,087千円があった一方で、仕入債務の減少額237,387千円があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　当中間連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は223,720千円（前年同期比36.3％減少）となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得による支出153,101千円及び敷金及び保証金の差入による支出50,617千円があ

ったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　当中間連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は311,201千円（前年同期比158.4％増加）となりまし

た。これは主に長期借入金の返済による支出218,010千円及び配当金の支払額63,961千円があったことによるもの

です。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,361,152 1,153,583

受取手形及び売掛金 2,401,453 2,218,218

棚卸資産 361,083 464,889

その他 219,254 160,144

貸倒引当金 △1,558 △1,472

流動資産合計 4,341,384 3,995,365

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 887,530 919,459

土地 1,584,384 1,584,384

その他（純額） 769,043 706,332

有形固定資産合計 3,240,958 3,210,176

無形固定資産

のれん 142,706 130,814

その他 51,950 67,647

無形固定資産合計 194,656 198,461

投資その他の資産

その他 415,238 475,023

貸倒引当金 △2,850 △3,561

投資その他の資産合計 412,388 471,461

固定資産合計 3,848,003 3,880,100

資産合計 8,189,387 7,875,465

負債の部

流動負債

買掛金 1,773,307 1,536,773

１年内返済予定の長期借入金 422,970 409,920

未払法人税等 140,061 109,807

賞与引当金 132,480 151,120

その他 472,458 533,857

流動負債合計 2,941,278 2,741,479

固定負債

長期借入金 1,886,580 1,681,620

その他 13,912 20,132

固定負債合計 1,900,492 1,701,752

負債合計 4,841,770 4,443,231

純資産の部

株主資本

資本金 376,677 378,425

資本剰余金 302,844 304,592

利益剰余金 2,708,847 2,822,693

自己株式 △90,270 △121,963

株主資本合計 3,298,097 3,383,746

新株予約権 49,520 48,487

純資産合計 3,347,617 3,432,234

負債純資産合計 8,189,387 7,875,465

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 10,010,488 11,039,988

売上原価 8,358,191 9,301,223

売上総利益 1,652,297 1,738,765

販売費及び一般管理費 1,344,460 1,482,733

営業利益 307,836 256,031

営業外収益

受取利息 89 1,041

受取配当金 14 13

持分法による投資利益 5,890 14,872

助成金収入 1,282 －

為替差益 － 3,527

その他 1,589 4,185

営業外収益合計 8,866 23,640

営業外費用

支払利息 8,759 9,634

支払手数料 2 79

為替差損 1,933 －

その他 66 579

営業外費用合計 10,763 10,294

経常利益 305,939 269,377

特別損失

固定資産除却損 － 2,091

特別損失合計 － 2,091

税金等調整前中間純利益 305,939 267,286

法人税、住民税及び事業税 102,499 89,478

中間純利益 203,440 177,808

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 203,440 177,808

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

- 5 -

ディーエムソリューションズ株式会社（6549）　2026年３月期　第２四半期決算短信



（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 203,440 177,808

中間包括利益 203,440 177,808

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 203,440 177,808

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 305,939 267,286

減価償却費 90,299 151,764

のれん償却額 11,892 11,892

貸倒引当金の増減額（△は減少） 930 624

固定資産除却損 － 2,091

受取利息及び受取配当金 △103 △1,054

支払利息 8,759 9,634

為替差損益（△は益） 1,773 133

持分法による投資損益（△は益） △5,890 △14,872

売上債権の増減額（△は増加） △140,794 184,087

棚卸資産の増減額（△は増加） △79,908 △103,806

仕入債務の増減額（△は減少） 123,147 △237,387

未払金の増減額（△は減少） △32,055 28,896

賞与引当金の増減額（△は減少） 27,522 18,639

その他 △14,107 120,830

小計 297,405 438,759

利息及び配当金の受取額 103 1,054

利息の支払額 △8,759 △9,634

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △104,998 △102,693

営業活動によるキャッシュ・フロー 183,750 327,486

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △354,487 △153,101

ソフトウエアの取得による支出 － △24,430

敷金及び保証金の差入による支出 △210 △50,617

その他 3,429 4,428

投資活動によるキャッシュ・フロー △351,268 △223,720

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △186,406 △218,010

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △426 －

自己株式の取得による支出 △54 △31,693

配当金の支払額 △33,548 △63,961

新株予約権の発行による収入 － 157

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 2,306

財務活動によるキャッシュ・フロー △120,435 △311,201

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,773 △133

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △289,726 △207,568

現金及び現金同等物の期首残高 1,292,976 1,361,152

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,003,249 1,153,583

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結損益計
算書計上額
　 （注）２

ダイレクトメ
ール事業

インターネッ
ト事業

アパレル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,774,269 620,911 615,307 10,010,488 － 10,010,488

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － △20 △20 20 －

計 8,774,269 620,911 615,287 10,010,468 20 10,010,488

セグメント利益 479,966 133,370 20,094 633,431 △325,594 307,836

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結損益計
算書計上額
　 （注）２

ダイレクトメ
ール事業

インターネッ
ト事業

アパレル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,818,841 535,793 685,353 11,039,988 － 11,039,988

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 2,477 2,477 △2,477 －

計 9,818,841 535,793 687,831 11,042,466 △2,477 11,039,988

セグメント利益 548,552 57,334 27,759 633,646 △377,615 256,031

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△325,594千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△325,594千円であ

ります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△377,615千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△377,615千円であ

ります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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